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発行：令和７年７月１４日 

令和７年度  第１回 学校関係者評価委員会  議事録 

開催日時 令和７年７月１１日（金）17 時 00 分～19 時 00 分 

開催場所 東京工科自動車大学校世田谷校４０１教室 

参加委員 

（★委員長） 

★唐鎌 星也・佐藤 学・畑 維紅・澤崎 美佳・猪股 健一・新倉 啓太・小

野 宗憲 

参加事務局 佐藤 康夫・井上 真一・山賀 安花里・麻野 利治 

会議録 

 

【次 第】 

日 時 令和７年７月１１日（金）１７：００～１９：００ 

会 場 東京工科自動車大学校世田谷校 ４０１教室 

 

1. 開会・校長挨拶 

  東京工科自動車大学校世田谷校 校長 佐藤 康夫 

2. 委員会成立の確認・資料確認・委員紹介（事務局） 

3. 議長・書記の選出（事務局案） 

4. 議事（議長） 

議案１ 前回議事録確認について 

議案２ 令和６年度 自己点検評価について 

議案３ 令和６年度 事業計画 実績報告 

  Ⅰ．就職 

  Ⅱ．募集 

  Ⅲ. 国家資格 

  Ⅳ．履修について（進級・卒業・退学） 

  Ⅴ．教職員 FD 

5．報告 令和７年度 事業計画と取り組み内容 

     Ⅰ. 事業計画 

     Ⅱ. 募集 

     Ⅲ. 就職 

     Ⅳ. その他 

6． 事務連絡（事務局） 

  ・報告事項 ①無償化 ②情報公開 ③スケジュール 

  ・次回日程の確認（１１月１４日（金）実施予定） 

7． 意見交換 

8． 閉会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 【資料Ａ】 

・令和６年度 ２回学校関係者評価委員会議事録 【資料Ｂ】 

・令和６年度 自己評価点検報告書 【資料Ⅽ】 

・令和７年度 第１回学校関係者評価委員説明資料【資料Ⅾ】 

 

1. 開会・校長挨拶（世田谷校：校長） 

学校関係者評価委員会の出席のお礼についての挨拶がなされた。 
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2. 委員会成立の確認（事務局） 

会則第 5 条に基づき、出席者が委員総数の全員の出席を満たしているため

成立していることを確認した。今年度より任期が更新したことにより、新

任の委員及び継続の委員の自己紹介が行われた。 

 

3. 議長選出 

事務局より委員の卒業生、唐鎌氏を議長に推薦、書記は事務局が代行する

ことで、承認され、以後進行は議長による。 

 

4. 議事（議長） 

議案１ 前回議事録の確認についての質問等（事務局） 
 

事務局より【資料 B】について説明と確認がされた。 

委員からの質問事項は無く、議案 1について審議がなされ承認された。 

     

議案２ 令和６年度 自己点検評価について（事務局） 
 

令和６年度自己点検評価について、評価は令和５年度より少し上がってい

る。委員のみなさまに良好の評価がなされている。ホームページにアップ

される旨の説明もなされた。 

 

議案２についても承認された。 

 

議案３ 令和６年度 事業計画 実績報告（事務局・校長） 

   

Ⅰ.就職 

 

就職内定目標については、学校独自の目標を掲げており 8 月末 100％とし

ている事についての説明、1 級自動車エンジニア科のメーカー就職率目標

についての説明がされた。令和６年度の実績報告としては、8 月末目標は

達成することができた。1級のメーカー系就職については、75%の目標に対

して 70.0%で目標が未達との報告がされた。 

      

Ⅱ.募集 

 

令和 7 年度入学者については今年の入学生の実績報告になっております。

昨年度と比べ 15名程度増えている。留学生の入学が増えている。 

特に自動車整備科の入学生が増えている。これは留学生の入学が増えた影

響である。 

 

Ⅲ.国家資格 

 

今年度の 2 級については、2 級整備士として全科全員 100％の結果となっ

た。二級整備士としてガソリン、ジーゼル両種目ともに全員が合格の結果

となった。1級についても、筆記試験 100％、口述について 100％となって

おり、トータルとして 100％の合格率である。また、全国平均よりも上回っ

ていることも説明がなされた。 

 

Ⅳ.履修について 

 

令和６年度の進級・卒業・退学率を示す表を提示があり、特に退学率につ
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いては目標が 5％以内を目標としている。 

昨年の数値は 6.8％であり、令和 7年度は 5％以内としていきたい。 

 

Ⅴ.教職員 FD 

 

先生方の外部研修であり、企業様の多大なるご協力があり、新技術・学生

指導などの教職員スキルを上げる研修に参加することが出来たとの報告が

された。 

 

第 3号議案について質疑応答がされた。 

教職員の研修についての生成 AI の研修に参加しているが、授業等での AI

の活用状況を教えて欲しい。(委員) 

 

具体的にはカリキュラムには活用していない。今後教員が授業資料の作成

に活用することや、学生のレポート作成など活用していきたいと考えてい

る。(事務局) 

 

その後、議案３についても承認された。 

 

５．報告 令和７年度事業計画と取り組み内容（事務局） 

 

Ⅰ.数値目標 

目標数値目標について、３校共通目標と世田谷校個別の目標が報告された。 

 

Ⅱ.募集 

今年度の入学生 128 名、次年度の目標は 130 名と設定した。昨年実績を若

干プラスとした。 

 

Ⅲ.就職 

就職については、途中経過として説明がなされた。6 月末の状況として、

100％決定しているのは、1 級自動車エンジニア科のみであり、今後 100％

に向けて鋭意就職活動指導をしていく。1 級自動車エンジニア科のメーカ

ー系就職については、結果 88％であり、80％目標達成している。 

 

Ⅳ．その他 

・カリキュラム変更・学則変更の継続 

国土交通省の自動車整備士養成課程についての変更が、今年度 1 年生から

スタートしており、国家試験の種目が変更されたことにより、新カリキュ

ラムの授業を 1 年生に行われており、二級自動車整備士(総合)の受験を令

和 9年度より実施されることとなっている。 

文部科学省関連については、学校教育法の改正を受けた主な制度改正事項

について、今年度学則変更が進んでいる。具体的には単位について、国土

交通省の訓練時間数を整数倍になるように科目を統合して整理をしてい

る。専門学校が大学と同等化となる成果、報告に取り組んでいる。 

国土交通省関連については、直近に自動運転車についての検査は、1 級自

動車整備士が必須となった。実務経験の変更もあり、整備士の数を増やす

ための取り組みである。自動車整備士養成課程の授業について、学科科目

についてのオンライン教育について条件付きではあるが認める変更があっ

た。 

 

・高等教育無償化 

高等教育無償化について説明がされ、順調に進んでいる状況である。新資



4 

料の提出も既に完了しており、ホームページに公開している。 

 

・職業実践専門課程 

職業実践専門課程については、情報公開が７月３１日となっており、現在

更新準備を進めている事を報告した。 

  

・主な年間スケジュール 

令和７年度小山学園教育日程（実施済み及び予定）が報告された。 

 

６．事務連絡 

次回、令和７年度 第２回学校関係者評価委員会は、令和７年１１月１４

日（金）実施予定との連絡が行われた。 

 

７．意見交換 

 

自動運転車の検査について、なぜ 1 級整備士が必要なのか、また、今後の

授業等で織り込む予定はあるのか。（委員） 

 

自動運転車の電子制御部分の学習について、1 級整備士レベルの授業につ

いては、電子制御の部分の学習が多くあり、法律化されたものと考えてい

る。（事務局） 

 

専門学校の退学率について、大学や他の専門学校はどうなっているのか教

えて欲しい。（委員） 

 

他の大学や専門学校の具体的な数値はつかめていない。当校の学内の退学

率については、現在教務会を中心として調査をしている。現在５％目標の

数値についても妥当な数値かの調査も現在進行している。(事務局) 

 

意見交換では、様々な意見や提案がされた。 

 

閉会 

  令和７年度第１回学校関係者評価委員会が閉会された。 

 

以上 

 

委員会風景 

 
 


